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康仁会長ヘ

平成26年度会長 間 瀬 貴 裕

本年度、発足50周年の大きな節目を迎える事ができま

した。半田YttGを築き上げてくださった諸先輩への感

謝、支えてくださった皆様への感謝、そして、育ててく

ださつた愛する郷土の皆様への感謝。

全での皆様のお蔭をもちまして、今、当たり前のよう

に日々活動させてもらえている事への感謝の気持ちを忘

れずに、街の未来と半田YttGの未来へと繋がる願いを

込めて、一年間の活動をさせて頂きました。

本年度の活動を通じて、未来へと何を繋げられたのか

ははつきりと見えませんが、その歩みは遅くともいつし

か形となつて未来へと繋がる時が来ると信じております。

次の半世紀に向けて確かな一歩を踏み出し、今後ます

ます街に愛される団体で有り続けると共に、会員各自に

とつて更なる価値ある会となっていく様に活動していつ

て頂きたいと思います。

最後になりますが、多くの皆様に、こ支援、ご声援頂

きました事、改めて深く感謝申し上げます。一年間、本

当にありがとうございました。

≡プロフィール

事 業 所 :ヤマネ株式会社

生年月日 :昭利47年 8月 3日
青年部歴 :平成 5年入会 委員長 3回
家  族 :妻 、子ども2人

副会長4回

L型翌■量■___

平成27年度会長 榊 原 康 仁

平成27年度のスローガン 「新たなる挑単1: 自分に地域

にブラス 1」 とさせて頂きました。

昨年50周年を迎え、記念事業 .記念式典 ・記念懇親会

を開催 しまして、あらためて地域の方々に支えられて

我々は活動をできているという事を実感しました。そこ

で今年度は、地域事業に積極的に参力日をし地域の方々と

コミュニケーシ∃ンをとり、そうした活動で得たものを

また地域にお返しできるような活動をしていきたいと思

つております。もちろん、冑年経済人としての自己研鑽

を積むための研修会や他YttGと もしつかり交流 ・連携

を深め人と人とのネットワークを広げ自社企業の発展に

も繋げていければと思います。

平成26年度の間瀬員裕会長は、会員同上のコミュニケ

ーシ∃ンを大事にしてきました。今年度もその方針は引

き継ぎこの青年部の活動を通して本当の伸間であり友を

多く作つて頂きたいです。そしてその絆が青年部の組織

力として大きくなると考えています。

51年 目、新たな一歩を踏み出す半田商工会議所青年部

の会長として一生懸命努めてまいりますので、 1年間よ

ろしくお願いします。

咆プロフィール

事 業 所 :鐘長商事有限会社

生年月日 :昭和50年 2月 12日

青年部歴 :平成12年度入会 委員長3回 副会長4回 専務理事1回

‡家  族:妻、子ども4人

‡趣  0未 :郷球観戦
_口"口"口"ロノ
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半田YEGらしく
集うノ挑むノ愛するノそして街の『楽しみ』ヘ

Fコ

電)平 成 通 常 総 会

通常総会

l

平成26年 度半田商工会議所青年部4月通常総会が4月 2日 (¨住吉福祉
文化会館にて執り行われ会長の上程議案は滞りなく承認されました。
今年度会長の間瀬員裕率いる半田YEC、 スローガンを「半田YECら
しく 集う !挑む 1愛する |そ して衛の F楽 しみ』へ」と掲げ新たな一歩
を踏み出しました。

総務委員会

5/21

臨時総会

平成26年度5月臨時総会が5月 21日

"半
田商工会議所にて開催されま

した。議事として平成25年度の事業報告、収支決算報告を25年度会長
の久村俊弥君から説明がありました。
全会一致で上程議案は承認され滞りなく臨時総会を終了することが

出来、これをもつて25年度が完結されました。

総務委員会

5/21

臨時総会後の
会員交流型懇親会

今年度、最初の事業設営で した。50周年という節目を )[日 え、各担当

委員会の今年にかける意気込みを紹介頂き、委員長を支える委員会メ
ンバーの決意表明を語つて頂きました。飲食、食品関係に携わる青年
部メンバーによる食事と飲み物を提供 して頂き、テーブルとブースに

て振舞うなどして、大いに盛り上がりました

会員交流委員会

7/16

7月研修会

田獲涯ヨロ■
半田YEGビ ジネスプランコンテス トということで、愛すべき地元

F半田」が盛り上がり、そして夢や希望の持てるプランニンクを各委
員会の皆様に考えていただきました。皆様の商売の枠を超え、多くの
知恵やアイデアを集結させ企画 .発表をし、資料やブレゼンテーショ
ンにも工夫を凝らして頂きました。まさに会長スローカンのような研
修会となりました。

視察研修会

8月視察研修は 「広げよう視野、見る発見、知る発見」の目的のも
と、日帰り日程で、東大阪市の「株式会社アオキ様」、大阪市内の商業
施設 「あべのハルカス」の2箇所に絞り視察研修を行いました。青木
会長のモノ倉」りの考え方、研究に対する熱いお話をお間きしました。

午後からは日本一の商業高層ビルあべのハルカスヘの視察で事業本
部の方々から貴重なお話をお聞きすることができ、思い出に残る研修
会をなりました。

9/13
東海ブロック大会
可児大会

9月 13日 1出1岐 阜県可児市の地で第27回東海ブロック大会が行われ、多数の青
年部メンバーで参加してまいりました。記念式典を終え講,員会では、株式会社
サンリ代表の西田文朗氏を講師に迎え、大脳の機能にアフローチをして意欲的
にビジネスに活用する方法を勉強し、分科会では各分科会とも可児市の特色を
生かし、とでも興味深いものでした。そして、大懇親会では東海ブロックの多
くのメンバーとの交流が持て、とでも刺激ある1日 となりました。その経験が、
今後の自社や青年部活動に大いに活用していただけると感じています。

渉外委員会

6ノ18

6月研修会

あまり体験できない、∃ガを体験することにより、∃ガを通じて、
精神統一 ツ ラヽンス感覚 柔軟性など様々な能力を高める技術を学び
ました。多くのメンバーに参カロしていただき、∃ガの素晴らしさ イ士
事に役立つ精神術をお伝えして、今後の青年部活動に活きると実感じ
ております。大成功だつたと感じました。

サンタ委員会

10/19
50周年記念事業
スポーツフェスタ

平成26年 10月 19日 0、 半田商工会議所青年部発足50周 年記念事業
Fス ポーツフェスティバル2014 1n HANDA」 を開催させて頂きまし

た。スポーツ教室では元トップアスリートの先生方に技術面の指導だ
けではなく、「夢」や「希望」を持つことの大切さ、努力の大切さを
伝えて頂き、子どもたちの内面の指導もして頂きました。講演会では、
夢を持つことの大切さ、日標を持つて努力することの大切さ、チャレ
ンジしつづけることの大切さをこ来場の皆様にこ講演頂きました。

50周年記念事業委員会

⌒          ⌒

HANDA YEG熊1,Enishi voL22 0

4/2

8/20

研修委員会
～=ア

‐

霧場置濃圏薔躍昌日置覆観輌出轟己壼麟



□■■■■
愛知県
YEG DAY
圏困警護ヨ■■■

愛知県YEG DAY「 出逢いに感激、交流に感動、YEGに感謝 固い
結束で結ばれる愛知県連 1」 が豊橋市で行われました。
愛知県下20単会の青年部メンバーが集まり、交流事業や研修事業、

懇親会を通じ楽しく絆を深めることが出来ました。

12/23

突然サンタ
クロース事業

今年度で22年 目となる、突然サンタクロース事業は出来るだけ多く
の家庭に訪問したい、出来るだけ沢山の子どもたちに夢と希望を届け
たいという想いから訪問件数を増加し145家 庭を訪問させていただき
ました。子どもたちに夢と希望をお届けでき、素晴らしいクリスマス
になったかな 1つ と実感しております。

サンタ委員会

11/1')

はんだふれあい
産業まつり

田目団墓蓋ヨ■■
今年も地元・半田市と連携をし、市民の皆様をおもてなす地元の産

業まつり (商工業・農業)へ参画をさせて頂きました。恒例でもある、
『ごんなべふるまい』 (3000食 )をはじめ、『ステージイベント』
『キッズチャレンジファクトリー』 (職業体験)を企画いたしました。
足元の悪い中でしたが、多くの市民の皆様の来場があり盛大に行うこ
とが出来ました。

7。 1ノ24
50周年
記念式典

50周 年記念式典の企画設営、記念誌、記念品の企画作現をしました。
式典のオープニングでは、10月 に行われた記念事業の

=言
をさせてい

ただき、50周 年マークの由来である新美南吉の物語を手言売とアニメー
ションで表現いたしました。そして、歴代会長と歴代事務詈の万々の
ご協力により、半田市と青年部の歴史を振り返つていただ|テ ろような
ステージを展開いたしました。51年 ロヘ繋ぐ青年部を見て。ヽただけた
と思います。

50周年記念式典委員会

□□肛■■
全国会長研修会
新潟県新発田会議

新潟県新発田市にて、日本商工会議所青年部第32回全国会長研修会
「四季食彩の都しばた会議」が開催されました。全国各地より次年度会
長予定者など、熱意ある青年部メンバーが新発田の地に集いました。通
常会員総会では、日本YEG次年度役員の承認も行われ、半田YEGから
松島知幸君が道府県連代表理事として承認されました。平成27年度の活
動へ向けた様々な研修や大懇親会を通じ、全国のメンバーと交流できた
ことは次年度に向けて大きな刺激となり、貴重な財産となりました。

1ノ24
50周年
記念懇親会

50周年記念事業から『繋』、記念式典から『繋」、膏生
=「

の二史とF繋」、
ご来席される方々と『繋』、青年部メンバーと『繋」。周三事業の集大成
となる式典・懇親会事業、『繋』のコンセプトを基におもてなしの心を
持って企画、設営いたしました。

50周年記念事業委員会
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臨時総会

平成26年度]1月 臨時総会が11月 19日 的に雁宿ホールにて開催されま
した。11月 臨総と言えば27年度の新役員の承認の場ということと今年
度総務委員会として最後の事業となり、総務メンバーー同4、 5用 の反
省点を踏まえ挑みました。上程議案の27年度新役員の承認も全会一致
で滞りなく終了し、27年度への新たな第一歩が踏み出されました。

総務委員会

2ノ18
単会内
周年事業

青年部発足50年の節目として過去の事業 (歴史)を築いていただい
た諸先輩方に感謝をし、振り返りました。また落語家さんによるご講
演、サプライズグストによるお笑い、今期卒業を)[]え る卒業生のお祝
いを行いました。

51年 目のスタートとして榊原次年度会長による「51年 目の誓い」の
宣言を行い、全員で確認しました。

研修委員会0会員交流委員会

□ 匹 ■ ■ ■
イルミネーション
事業

今年度は、半田商工会議所青年部発足50周年ということもあり「口
ゴ」イルミネーションを製作いたしました。「50周年ロゴ」も綺麗に飾
り付けが出来ました。また他の電飾も半田市の街を彩り、クリスマス
ムードいつぱいになったのではないかなと思っております。

サンタ委員会

2/20。21

全国大会
京都大会

目囲諷議ヨ■■■
2月 20日 日、21日 0と 2日 間にわたり総勢30名 ほどで、日本商工会議所青年部全国大会京

都大会に参加してきました。1日 目は、京都市内探索、懇親会とメンバー同士が、より深
く絆を深め、観光都市京都の観光への街全体での取り組みに感銘を受けました。2日 目に
は、全国大会参加により京都のYEGメ ンバーの設営、他単会のメンバーとふれあい、記念

講演には「永遠の0」 で知られます百田直樹氏を迎えた講演を聴講しました。そして大懇

親会では京都大会ならではの演出が有りとても刺激的な]日 でした。この経験を今後の青
年部活動、自社へのさまざまな取り組みの一助となる良い経験が出来たと思います。
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50周年記念事業委員会
半田商工会議所青年部発足50周

年の今年度、50周年記念事業・記
念懇親会を担当させて頂きました。

約二年の間、嘗てない予算とス

ケールの事業に莫大な時間と労力
を費やし、寸暇を惜しんでメンバ
ーと共に企画・設営をして参りま
した。
全ての事業が無事終わった今、

心から思います『結果だけの成功
に価値はない 仲間と共に作って
てきた過程にこそ価値がある』。

常に傍で支えて頂き、苦楽を共にした委員会メンバー

の皆様、そしてご協力ご支援頂きました全ての皆様、
心より感謝申し上げます。本当に有難うございました。

総務委員会
本年度、初理事で総務委員長と

いう大役を経馬食させて頂きました。

何分、入会してから総務委員会を

経験した事が無くス安だらけの一

年を過ごさせて頂きました。問瀬

会長を始めとする三役、理事の皆

様に支えられこの一年間を乗り越

えることができました。この場を

お借りしてお礼ヨし上げます。本

当にありがとうございました。そ

して、何より綺務委員会のメンバ

ーの皆様にはこの一年間支えて頂
きありがとうございました。そのおかけで、11月 臨総
後の懇親会は本年度自分の集大成だと思えるような、
ずっとYttGメ ンバーの心に残るつょうな懇親会が出
来たと思います。最後に一言『お疲■壕でした 11_

研修委員会

勿
．

:

":

」

地域活性委員会
昨年に引き続き、委員長という

大役を引受させて頂きました。留

年委員長 (笑 )と して半田YEG50
周年の記念すべき節目の年に、地

域事業を中心とした青年部活動を

送れたことに感謝です。

委員会活動は、フレッシュな若
手から恐い先輩まで、本当に最高
の仲間たちでした。

最後に担当副会長の浅丼さんを
はじめ、委員会の皆様、関係して

くださった全ての皆様、一年間あ
りがとうございました。

渉外委員会
青年部50周年の節目の年に、委

員長の役をさせていただき、また
1年間支えていただきまして、本
当に有難うございました。渉外委

員会と言う事もあり、他単会のメ
ンバーとの交流も多く、自分自身
の見識も広がったと思います。 ]

年間自分のわがままや頼りなさを

支えていただき、委員会メンバー

はもちろん青年部メンバーの皆さ

ま有難うございました。
次年度も自分なりに盛り上げて

いきたいと思います。

50周年記念式典委員会
歴史ある半田YEGの発足50周

年という重みを感じながら、記念

式典に係る様々なことと単会衣装、
ホームページの企画作成をさせて
いただきました。
私の両腕には敏腕副委員長、ど

んなことも笑顔で支えてくれた委
員会メンバー、50周年にこだわり

無理もたくさん言いましたが、き

ちんと結果を出して<れた50周年

記念式典委員会の皆様に心から感

謝しています。
記念式典にご協力いただきました皆様、本当にあり

がとうございました。

素晴らしい1年になりました。

サンタ委員会
初めての委員長でわからない事

ばかりで、色々大変でしたが、実
りある1年 になったと実感してお

ります。担当副会長、委員会メン
バーにいつぱい助けてもらい無事
事業が終る事が出来ました。事業
が成功できたのも担当副会長、委
員会メンバーのおかげだと思って
おります。みんなで協力すればど
んな大きな事業でもやれる !どん

な事でも乗り越えれる !青年部の

素晴らしさ、力強さをとても感じ
た1年間でした。

今後はこの経験を社業に活かします。
1年間ありがとうございました。

当委員会は9月
'月
卒IE.,を ,旦当させていた

だきました。天塾..スて三,昌 り日干呈でのタ

イトな視察研1参 てフ■:'員察先に選んだの

は日本一の高層
`′

う́・、つハルカスでした。

施設の|'1要、lliづ く'う 言―

=な
どのお話をお

聞きしたく、三業な
=1つ

万1こ≒度か講B力 の

依頼をしましたか、[υ 」とのことで断ら

れてしまいました。最て][|こ は咤貫三l会長

と私が直接現地 1天 l貫 ヘコ向き、三百を下

げ何とか講演依頼を受‐フていただけること

になりました。電言:で まなく、直接足を運

びきちんと想いをiえることの天jさ を学
びました。毎月開催される定例委員会後の懇手会、そしてその後の3

次会、4次会と最後まで楽しいお酒と会話で二つ二かりました。これ

も当委員会を支えていただきました榊原副会長を|ま じめとする圭委員

会のメンバー、本当にお世話になりありがとうござtヽ ました。

メ自犠
:な 食 V

会員交流委員会
と
こ
と

Ｌ
守

一Ｆ
一

今年は初めて委員長という大役

を頂き、自身を成長させて頂いた
一年間でした。

そして両副委員長をはじめ、委

員会メンバーには本当にいつぱい

助けて頂き、楽しく過ごせた一年

間でもありました。
50周 年という大変大きな節目を

迎え、どれだけ役目を果たせるか

不安でいつぱいでしたが、多くの

皆さまにご尽力賜り、無事終える

ことが出来ました。

本当にありがとうございました。

森下達夫
同はなふく

おおはじ縫製

大橋 孝 池田龍一

同池田工業

´

´ ´ ´ ´

´ ´ ″ ´

´ ´ ´ ´

石川大志

欄石川屋

|

早川美峰

衣浦環境閉

榊原吉隆
閉―徹屋

澤田達男

花美装
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禾火野  ラ沐:モF.秋 野労務管理事務所

5年前に入会し、青年部の行動力や団結力にヨ|き

込まれ、様々な経験をさせていただきました。その
中で最も記憶に残っていることは、被災地でのこん
鍋の振る舞いです。50年 という歴史が半田YECに
あるからこそ、あの行動力に繋がっているのではな
いかと思います。メンバーの一員として関われたこ
と感謝しています。ありがとうこざいました。

●事業生紹介●74書●
林申原、 星当|…

… mケンタープライズ
ー年半で卒業。短期間の活動の中では地域社会に

貢献が出来たとは言い切れませんでしたが素晴らし
い仲間と素晴らしい活動を通して一生の想い出を作
る事が出来ました。この経験を通じてこれからの人
生に活かして行こうと心新たにしています。
皆さんも、いつまでも、この様な素晴らしい活動

を未来永劫、絶やさず盛り上げていつて下さい 1

てヨlll  E彗 1明  側ライフリノベーション
ー年間という短い間でしたが、みなさんには大変

お世話になり、ありがとこざいました。
仕事でなかなか思うように参力□できませんでした

が中身のある楽しい経験をさせて頂き、今後の人生
にプラスになることは間違いないと思っています。
どうか卒業後も宣しくお願いいたします。

A
平二 森子

だ :`ξL

榊 原  康 徳  側豊環境開発

仕事の関係でなかなか出席できず、心苦しかった
ですが多くの伸間に支えられて無事に卒業を迎える
こととなりました。お世話になり本当にありがとう
こざいました。今後とも色々な場面でお世話になり
ますが、よろしくお願いいたします。
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稲 1生  貴 行  蜘稲生商会

私は、23年度入会となつていますが、実質活動し
たのが3年間です。ですが、この青年部に入つて、
人と人の繋がりの大切さや何事にもチャレンジをす
るという大切さを改めて実感しました。
卒業しても青年部のメンバーは仲間です、何か

あつたら気兼ねなく声を掛けて下さい。ありがとう
こざいました。

轟
晉  `―‐

｀

■ ――‐

」酵ゴこ

榊 原  l康博 八幡屋菓子舗

まずもつて、私の随所での稚拙な振る舞いにてこ

気分を害された方々にこの場をお借りしてお詫び申
し上げます。青年部での16年間、たくさんの事業を
通じて、何よりも「笑つて泣いて何でも言える」イ中
間が出来たことに感謝します。
今後もなにか恩返しが出来ることがあればお声か

け下さい。

榎 本  年 克 大博建築0
平成14年に入会させて頂き、13年間お世話になり

ました。青年部活動を通して多くの仲間との交流を
させて頂き、また様々な経験をさせて頂き、感謝申
し上げます。一番印象に残っていることはサンタク
□―ス委員会の委員長をさせて頂いたことです。今
後も皆様との繋がりを大切に過こしていきたいと思
います。長い間、ありがとうこざいました。

杉浦 恒治 杉浦時計店
平成 18年 に入会して、青年部に9年 間お世話にな

りました。多くのメンバーと出会い、一緒に色々な

事業に参カロした事が、僕の財産になつています。

本当にありがとうこざいました。頑張れは頑張っ

ただけ、出席すればしただけ、楽しい事や嬉しい事

が増えていきます。現役メンバーのこれからの活躍
に期待しています。

片山 和彦 (株)アイワ
平成16年に入会し11年になります。最初の2、 3年

は出席出来ていましたが、その後はほとんど出席で
きず皆様には申し訳ない限りです。
視察研修や全国大会に出席し得る喜び感動などい

ろいろ体験でき良かつたです。
後悔がないよう皆さん頑張つてください。

:龍本寸め ぐ み  丸半不動醸 クローバー行政書士事務所

青年部は、私の社会人としての原点です。

多くの導きに心から感謝申し上げます。

GENTEN

'酉

丼 ‥―虎 (株)システムサポート
YECが掲げる崇高な理念の下、その存在意義や

果たす役割とは何なのか、自らに問い、時には熱く
語りながら、自分なりに精一杯活動した10年間でし
た。在籍中の様々な活動にこ支援頂いた行政や地域
の皆様、温かくこ指導頂いた先輩方、そして共に泣
き、笑い、歓喜の酒を酌み交わした多くの伸間に心
から感謝申し上げます。ありがとうこざいました。

竹 内 華 奈 子  スタジオ ヨガの華欄

ラストイヤーで入会をさせて頂き、右も左も分か
らないままあつという間の一年でしたが、半田で育
ち45年、地元活性化の源を見させて頂き大変勉強に
なりました。この先も皆様の健康そして商売繁盛を
願い、わたくしも日々努力を重ねていきたいと思い
ます。お世話になり、ありがとうこざいました。

胚
燿:ニー
亀1■:―

′―
燿 讐

‐

林申「買、 イ彦: いさかき自動車
平成12年に入会させて頂き、長いようで短かつた

14年間でした。多くの先輩方や後輩たちと出会うこ
とができ、また青年部ならではの貴重な体験を通し
「絆」ができたと思いました。今年度で卒業となり
ますが、今後ともよろしくお願い致します。ありが
とうこざいました。

田 中 美 由 紀  崎総本家田中屋

青年部に入会して2年間という短い期間でしたが、多くの事業
や研修会、東海ブロック、全国大会等、様々 な活動を通して沢山

の方々 と出会い、楽しく充実した日々 を送ることができました。
また産業まつりや50周年記念事業のスポーツフェステイバルを担
当することにより、周りの伸間に支えられながら多くの事を挙び、
かけがえのないとても貴重な経験をすることができた事、|しから
感謝しております。大変お世話になり、ありがとうこざいました。
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半■商工会議所青年部発足50周年記念事業
菫菫費濃襲ノ  `  市民の皆様に感謝の気持ちを込め、未来の半田の担い手である子供たちに「夢」や

._.I『
7CfFirヽ

  「希望」を持つことの大切さを感じてもらえるような事業、そして子供たちの記憶に残
フ晴下

ロロロ
ツ α万層o るような事業へと「スポーツフェスティバル 2014 in HANDA」を企画いたしました。

いつのことだか

九芳ジ1/去

`ヨ

務(オ ンタノ
=レ

~~丁

石 lll 宣 明
∽ライフリノベーション

大 岩 Ti却
帥まちづくら 11瑚

岡 戸 奉 晏‖

(株)岡戸組

藤 内 雅 規
的グッドライフ

堀 田 例 志
加圧トレーニングクラブ堀田

牧 野 晃 宣
0マキノ新聞店

藤 村 修 平
い宮田運輸半田事業所

佐 藤 祐 希
0登喜宮

高 木 克 仁
□―ソン半田北ニツ坂店

沢 木 幸 夫
さわき会計事務所

榊 原 貴
0岩滑櫻屋新聞店

増 岡 孝 充
い日新旅行

」ヒ

「
コ

丸 山 勲 生
0丸山石材店

●ヘ
コ7 木

二 士

晴 隆 榊 原
0ヤマフ土地

士L
口りし

竹 内 華奈子
スタジオヨガの華い

山 内 誠 司
0山内新聞店

中 村 春ロ
なかむら社労士事務所

.■

=41ニ′ロ

丼

陽
英 人中
山

山 本 ノヽ 稔
Q山本楽器

野見山 充 代
グッドインテリア

西 坂 権
0神谷商店

岩 田 真 実
岩田真実税理士事務所

樫 森 俊 哉
腕ビジネスサポートOJT

松
カ
ハ 菫員 裕

真永工業伽

田 中 宏 幸
脚ライフスタイルエイブルネットワーク知多半田店

小 栗
0小栗塗料
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平成27年度 半田商工会議所青年部組織図

県連出向鰊 餞

“
令L ど

｀
安
=

夢のかけはし
委員会

畑中剛樹
01The Greenloft

渉外委員会

榊原吉隆
1株―徹屋

地域LO∨匿
委員会

榊原亮輔

交流委員会

石川大志
い石川屋

研修委員会

榊原直樹
|1育1宝 石のタカヤス

事務局

竹内圭志
半田商工会議所

nヽ
二

j

告■グ

蜃又委員長
`｀

蟹言しこ
い知多土木

1電 由
l′

薇 ｀ 【    i‐ 夕
:

二をL類 黎'日

相談役 (半田 )

県運顧問
東海ブロックYEG副 会長
日本YEG県連代表理事

松島知幸
0松島商店

県連研修
杢  率 五
不不  」Lロ
森保険事務所

直前会長

間瀬貴裕
ヤマネ(1抑

監事

榊 原 良 光
省|ヤスター電化センター

監事

矢田泰章
0中京カーペットサービス

副会長

池 田  誠
餘1池 田電子工業

"L
■・́

‐`
F

鴇〆ι

副会長

榊原顕太郎
榊原顕太郎法律事務所

会 長

榊原康仁
鐘長商事0

副会長

戸田孝士
ソニー生命保険い

副会長

早 川 美 峰
衣浦環境∽

専務理事

浅 丼 泰 博
0大和屋家具店

私たちは、新たな時代を切り拓くために、豊かな地域を支える青年経済人と

して若さと活力を持つて自己の可能性にチャレンジし地域社会の健全な発

展を志しています。あなたも自己の成長と企業そして地域の発展に私たち

と一緒にチャレンジしてみませんか。

※詳しいお問い合せは/事務局 (担当 :竹内圭志)まで 丁EL21‐ 0311
http://wヽⅣvピ .handa‐yeg.com E‐ mall info@handa¨ yeg.cOrTl

内田清之   榊原和美
nニュースステーシ∃ンウチダ  t,ボ)KAC

平成27年度
半田YEGスローガン

「新たなる挑戦
自分に

地域に
プラス1」

庭 楽
県連交流

榊原考司
0良金建設山
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編集後記
半田商工会議所青年部会報「縁」は、本号で22号 を迎えました。平成26

年度は、発足50周 年の大きな節目を迎える年度でした。間瀬会長の掲げ

た「半田らしく 集う!挑む!愛する!そして街の『楽しみ』へ」のス回―ガン

を基に各委員会が活動してまいりました。事業報告にもありますが50周

年記念事業。記念式典を中心とした、街の未来と半田YEGの末来へと繋

がる願いを込め活動をさせて頂きました。平成27年度は榊原新体制のも

と、新たな気持ちで青年部活動を続けていきたいと思います。今年度も
「縁」を手にして頂き、誠にありがとうございました。

半田商工会議所青年部会報 ENISHI VoL22 2015。 4.1発行
●編集・発行/半田商工会議所青年部 地域活性委員会

〒475-0874半 田市銀座本町1-1-1丁 巨L(0569)21-031l FAX(0569)23-4181
●印   刷/フジ印刷株式会社

新入会員募集 ★20歳～45歳の仲間募集!!
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